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サハ語（ヤクート語）の「双数」の解釈
―聞き手の数からの分析―

江　畑　冬　生
新潟大学

【要旨】サハ語には 2種類の勧誘形がある。一方は主語が双数の場合に，他方
は主語が複数（3者以上）の場合に用いられる。「複数形」は双数形に接尾辞
-(i)ŋを付加することで形成される。これに対し命令形では，「単数形」に同じ
接尾辞 -(i)ŋを付加することで複数形（2者以上）が形成される。先行研究で
は主語の数にのみ注目していたため，同一の接尾辞の有無に関して，ある場合
には双数／複数の対立として，別な場合には単数／複数の対立として記述され
る結果になる。本論文では，接尾辞 -(i)ŋは聞き手の複数性を指示するのだと
主張する。この新たな分析により，パラダイムの中に部分的に存在していた「双
数」という概念を解消できる。当該接尾辞を用いて聞き手の数を区別するのは，
勧誘形・命令形・挨拶言葉である。これらには眼前の聞き手に対し強い働きか
けを有するという共通点がある。挨拶言葉において聞き手の数が区別されやす
くなる現象は，近隣の言語にも観察される *。
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1. 主張の概要
　サハ語の勧誘形には 2種類の形式がある 1。一方は主語が双数の時に用いられ（双
数形），もう一方は主語が複数（3者以上）の時に用いられる（複数形）。勧誘形で
は「双数形」に接尾辞 -(i)ŋを付加することで「複数形」が形成される。ところが
この接尾辞 -(i)ŋは，命令形にも現れる。命令形の場合には，「単数形」に接尾辞
-(i)ŋを付加し「複数形」が形成される。
　従来の見方では主語の数にのみ注目していたため，同一の接尾辞 -(i)ŋの有無が，
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1 サハ語（ヤクート語）はロシア連邦のサハ共和国を中心に分布するチュルク系の言語であり，
その話者数は約 45万人である。サハ語は膠着的な形態法を有する接尾辞型の言語である。サ
ハ語の接尾辞は，母音調和と頭子音交替により 8～ 16種の異形態を持つことが多い。ただし
本論文では，接尾辞の異形態を捨象し代表形のみを示している。
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勧誘形では「双数／複数」の対立に対応するが命令形では「単数／複数」の対立を
表す結果になっていた。本論文では，当該の接尾辞の有無は聞き手の数に対応する
と捉える。この新たな解釈により，接尾辞の有無と意味の対応関係が一貫したもの
になる。

2. 勧誘形の数
　サハ語の勧誘形には，表 1に示す 2種類の形式がある。表 1から明らかなように，
2種類の形式は接尾辞 -(i)ŋの有無による形態的対立をなしている。

表 1　勧誘形

接尾辞 -(i)ŋなし 接尾辞 -(i)ŋあり
肯定 否定 肯定 否定

bar「行く」 bar-ɯax bar-ɯm-ɯax bar-ɯaʁ-ɯŋ bar-ɯm-ɯaʁ-ɯŋ

kepsee「語る」 kepsie-x kepsee-m-iex kepsie-ʁ-iŋ kepsee-m-ieʁ-iŋ

　勧誘形における接尾辞 -(i)ŋの有無がどのような意味的働きを有するのかにつ
いて，先行研究では 2つの立場がある。Stachowski and Menz（1998: 426）はこれ
を包括／除外の区別であると説明する。一方 Korkina（1970: 148）や Ubrjatova et 
al.（1982: 320）では，双数／複数の違いとして記述している。Ubrjatova（1991）は
術語としては包括／除外を用いるが，本文中の記述としてはやはり双数／複数から
の説明を行っている 2。
　以下の例文からも明らかなように，言語事実としては後者の説明が正しい。例え
ば接尾辞 -(i)ŋを含む例文（1）について，これを除外形である（すなわち主語に聞
き手を含まない）と解釈するのは明らかに不自然である 3。

（1）  œrœspyybylyke  barɯ	  munnug-u-ttan  kyysteex	  sportsmen-nar
   共和国    全て  角-poss.3sg-abl  力のある スポーツ選手-pl
   kel-bit-tere   biligin  kiniler-i  ist-ieʁ-iŋ
   来る-pst-3pl  今   3pl-acc  聞く-imp:1pl-IN
   「共和国の各地から屈強なスポーツ選手たちが来た。それでは彼らの話を聞

こう」

　一方，例文（2）における勧誘形の主語は「兄と私」の二者である。このような

2 Nevskaya（2005）は minimal inclusiveおよび augmented inclusiveという用語を用いて説明する。
ただし勧誘を表す場合には，この区別は実質的に双数／複数と同じことになる。この点は 6
節でも議論する。
3 筆者は，勧誘形および命令形を命令法パラダイムに含めている（グロスには impを用いる）。
サハ語の命令法は，表 7に示すように 6つの人称・数に対応する形式を揃えている（さらに
1plには，本論文で問題にした 2形式の区別がある）。本論文で問題にする接尾辞 -(i)ŋには，
INのグロスを用いる。
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場合には，接尾辞 -(i)ŋは現れない。

（2）  ubaaj  saa-nɯ			  aʁal       iti		  ah-ɯ
   兄 :voc 銃 -acc  寄越す:imp:2sg  その 食べ物-acc
   kuottar-ɯm-ɯax
   逃がす-neg-imp:1pl
   「［狩りで］兄さん，銃をくれ。その獲物を逃さないようにしよう」

　つまり，包括／除外による説明は誤りである。（1）でも（2）でも，主語に聞き
手を含むからである。言語事実としては，接尾辞 -(i)ŋ無しの勧誘形は双数主語を
表し，接尾辞 -(i)ŋを含む勧誘形は複数主語（3者以上）を表すと結論付けられる 4。
　しかしサハ語文法全体を考えると，この結論にも問題が残る。第 1に，サハ語に
おいて，「双数」は勧誘形にしか存在しない文法概念である。第 2に，勧誘形以外
では，接尾辞 -(i)ŋの有無が双数／複数の違いに対応するわけではない。以下では
接尾辞 -(i)ŋが用いられる別なケースを観察してから，この 2つの問題に対する解
決策を提示する。

3. 挨拶言葉
　勧誘形以外で接尾辞 -(i)ŋが現れるケースとして，挨拶言葉がある。表 2に示す
ように，サハ語の挨拶言葉では単数／複数を区別する。1人に対する挨拶では単数
形が，複数人に対する挨拶では複数形が用いられる。挨拶言葉の複数形は接尾辞
-(i)ŋを含む形式である。

表 2　挨拶言葉

単数（対個人） 複数（対多数）
こんにちは doroobo doroobo-lor-uŋ

ありがとう bahɯɯba bahɯɯba-lar-ɯŋ

ではまた pakaa pakaa-lar-ɯŋ

さらば bɯrahaaj bɯrahaaj-dar-ɯŋ

　例文（3）に示すように，複数人に対して挨拶する場合には，複数形の使用が義
務的である。

（3）  ehee    mexejiil	  ebee		   balbaara  doroobo-lor-uŋ
   爺さん psn    婆さん psn    こんにちは-pl-IN
   「ミハイル爺さん，バルバーラ婆さん，こんにちは！」

4 ただしサハ語の勧誘形には，主語の数に関係なく用いることのできる第 3の形式 -(ie)xxeも
存在する。本節では，例文（1）や（2）のように，あくまで聞き手が眼前に存在する場合の
勧誘形について考察している。聞き手が話し手の眼前に存在しない場合，例えば文書などで
は，この第 3の勧誘形もしばしば用いられる。
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　なお挨拶言葉を形成する語幹は，すべてロシア語からの借用に由来する 5。これら
の語幹は，サハ語の形態法上では名詞語幹として振る舞う。例えば bahɯɯba「あり
がとう」に出名動詞の派生接辞 -leeを付加して bahɯɯba-laa「感謝する」が派生さ
れる。あるいは（4）のように，挨拶言葉に格接辞を付加することも可能である 6。
挨拶言葉が形態法上で名詞に分類されることは，（3）が動詞文でないことを意味する。

（4）  stas   ulaxan	  doroobo-to   tut
   psn   大きい 健康-part  掴む:imp.2sg
   「スタス，元気でいろ」（逐語訳：スタス，大きな健康を掴め）

4. 命令形
　勧誘形以外で接尾辞 -(i)ŋが現れるもう 1つのケースに，命令形がある。サハ語
の 2人称に対する命令では，主語の単数／複数を区別する。表 3から明らかなよう
に，単数形に接尾辞 -(i)ŋを付加することで複数形が形成される。

表 3　命令形

単数形 複数形
肯定 否定 肯定 否定

bar「行く」現在 bar bar-ɯma bar-ɯŋ bar-ɯma-ŋ

bar「行く」未来 bar-aar bar-ɯm-aar bar-aar-ɯŋ bar-ɯm-aar-ɯŋ

kepsee「語る」現在 kepsee kepsee-me kepsee-ŋ kepsee-me-ŋ

kepsee「語る」未来 kepsee-r kepsee-m-eer kepsee-r-iŋ kepsee-m-eer-iŋ

　命令形では，接尾辞 -(i)ŋは 2pl主語を指示する。例文（5）は複文で，従属節の
述語も主節の述語もどちらも 2pl主語を指示している。

（5）  tuox	  sɯɯha-nɯ	  bul-lax-xɯtɯ-na      miexe
   何   誤り-acc   見つける-temp-2pl-part  1sg:dat
   biller-eer-iŋ
   知らせる-imp:fut-2pl
   「君たちが何か間違いを見つけたら，私に知らせなさい」

5 それぞれロシア語の здорово, спасибо, пока, прощайに由来する。サハ語固有の表現には，「こ
んにちは」「ありがとう」等に直接対応するものは無い。
6 表 2の複数形における接尾辞 -lor, -lar, -darは，名詞語幹に付加される複数接辞 -ler（の異形
態）である。複数接辞が付加されるという点も，挨拶言葉を形成する語幹が形態法上で名詞
的であることを示唆する。
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5. 「聞き手の数」による新解釈
　2節から 4節で見たように，サハ語の勧誘形・挨拶言葉・命令形には，接尾辞
-(i)ŋの有無による数の対立がある。従来の研究では，主語の数にのみ注目していた。
そのため，勧誘形では双数／複数を区別し命令形では単数／複数を区別する，とい
う不均衡な説明になっている。挨拶言葉については，同一の接尾辞が現れるにもか
かわらず，これらの形式と関連付けた説明がなされることはなかった。3節でも述
べたように，サハ語の挨拶言葉は名詞的特徴を持つ。つまり挨拶言葉は主語を持た
ないので，接尾辞 -(i)ŋの有無を主語の数から説明することはできないことになる。
　本論文では新しい解釈として，聞き手の数に着目する。すなわちサハ語ではこれ
ら 3つの場合に，1人に対する表現（聞き手が単数の場合）と複数人に対する表現
（聞き手が複数の場合）を，接尾辞 -(i)ŋの有無により一貫して区別するのだと主張
する。この新たな解釈により，3つの現象を統一的に説明できるだけでなく，動詞
屈折パラダイムにおいて勧誘形のためだけに存在する部分的な「双数」を解消でき
る。聞き手の数による形式の区別は，Corbett（2000）などの通言語的研究でも報
告されていない珍しい現象である。

表 4　接尾辞の有無と意味機能の対応

主語の数 聞き手の数
　勧誘　　-¼/-(i)ŋ 双数／複数 単数／複数
挨拶言葉　-¼/-ler-iŋ --- 単数／複数
　命令　　-¼/-(i)ŋ 単数／複数 単数／複数

--- は対応関係が無いことを表す

　以下ではサハ語の「双数」に関する別の誤解を解いておきたい。サハ語には
bihikki「～と私」および ehikki「～と君」という形式がある。この 2つの形式は，
Ubrjatova et al.（1982: 190）では「双数集合人称代名詞」（двойственно-собирательное 
личное местоимение）と呼ばれ，Stachowski and Menz（1998: 422）では「集合代名詞」
（collective pronoun）と呼ばれている7。これらの形式は，次の例文のように用いられる。

（6）  ubaj-ɯm    bihikki  olus   yœr-en    sɯlž-a-bɯt
   兄 -poss.1sg と私  とても 喜ぶ-cvb  いる-prs-1pl
   「兄と私はとても喜んでいる」

　例文（6）における ubajɯm「兄」を取り除くことは不可能である。bihikki「～と私」

7  Nevskaya（2005: 353）では Ubrjatova et al.（1982: 188–190）を参照しながら，やはりこれら
の形式を「双数代名詞」（dual collective pronoun）と呼んでいる。本節で筆者が主張したよう
に，これら 2つの形式は自立的な代名詞ではない（単独では文の成分として現れない）。なお
Stachowski and Menz（1998: 422）では，これら 2つの形式に格接辞が後続する例も挙げている。
ただし江畑（2004）が示すように，サハ語では一部の後置詞に格接辞が付加されうる。つま
り格接辞が付加するからといって，当該の形式を（代）名詞として分析する必要はない。
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は常に他の名詞句に後続することから後置詞だと考えるべきであり，これを代名詞
と呼ぶのは大きな誤りである（同様に ehikki「～と君」も必ず他の名詞句に後続する）。
これらの後置詞を含む句が結果的に「双数」を表すのはあくまで意味のレベルのこ
とであり，サハ語に双数代名詞が存在しているわけではない 8。この点からもやはり，
サハ語に「双数」という文法概念を認める根拠は無い。

6. 主語の数から聞き手の数への変遷
　5節では，サハ語の接尾辞 -(i)ŋの有無が聞き手の数と相関をなすという議論を
行った。本節では他のチュルク諸語との比較により，この接尾辞の通時的変遷を考
える。
　Róna-Tas（1998）によれば，Proto-Turkicには双数（dual）が無く，包括（inclusive）
と除外（exclusive）の対立の痕跡も全くない。Erdal（2004: 231）は，Old Turkicに
もやはり包括（inclusive）が見られないとする。つまり古い段階のチュルク語に
は，双数あるいは包括といった文法概念は無かったということである。Erdal（1998: 
146）は，Old Turkicの命令法において 2pl主語を示す形式が -(X)ŋまたは -(X)ŋlar
であることを述べている 9。本論文で問題にしたサハ語の接尾辞 -(i)ŋは，Old Turkic
の命令法において 2pl主語を指示する形式 -(X)ŋに対応する。
　Nevskaya（2005）は，現代チュルク諸語のうちサハ語，ドルガン語，南シベリア
のチュルク諸語およびトルクメン語の勧誘形においては，minimal inclusive（すな
わち 2sg＋ 1sg）と augmented inclusive（すなわち 2pl＋ 1sg）を形態上で区別する
ことを指摘している 10。Nevskaya（2005）の示す勧誘形の区別に加え，命令形の区
別も合わせて示したものが表 5である。これらのチュルク諸語の勧誘形と命令形の
どちらにおいても，聞き手が単数の形式がデフォルトであり，聞き手が複数の形式
は Old Turkicの -(X)ŋないし -(X)ŋlarに遡る形式が付加されることで形成される。

8 例文では，述語における人称・数の標示が 1人称複数になっている。主語が単数であっても
述語が複数で一致する現象は，Ebata（2006）でも示したように，共格名詞句が用いられる場
合にも起こる。従って一致に「ずれ」が見られるからといって，当該の形式を双数代名詞と
して分析する必要はない。
9 /X/は /i/, /ï/, /ü/, /u/のいずれかにより実現する母音である。接尾辞 -(X)ŋlarは -(X)ŋと -lar（複
数接辞）に分析することができる。Erdal（2004: 235）が示すように，Old Turkicの命令法に
おける 1pl主語を示す形式（すなわち勧誘形）は -(A)lImのみであり，双数や包括／除外に
よる区別を持たない。
10 （術語としては「双数」を用いているものの）同様の指摘はすでに Rassadin（1978: 224–
225）にも見られる。脚注 2でも述べたように，勧誘形に限定した場合には，Nevskaya（2005）
の術語は双数／複数と実質的に等価である。
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表 5　現代チュルク諸語の命令形と勧誘形 11
聞き手が単数 聞き手が複数

サハ語 �llaa「歌え」(2sg)
�l-�ax「取ろう」(2sg + 1sg)

�llaa-ŋ「歌え」(2pl)
�l-�a�-�ŋ「取ろう」(2pl + 1sg)

トゥバ語 čemnen「食べろ」(2sg)
al-��l�「取ろう」(2sg + 1sg)

čemnen-iŋer「食べろ」(2pl)
al-��l�-ŋar「取ろう」(2pl + 1sg)

トファ語 al「取れ」(2sg)
al-aal�「取ろう」(2sg + 1sg)

al-�ŋar「取れ」(2pl)
al-aal�-ŋ(ar)「取ろう」(2pl + 1sg)

ハカス語 �rla「歌え」(2sg)
al-aŋ「取ろう」(2sg + 1sg)

�rla-ŋar「歌え」(2pl)
al-aŋ-ar「取ろう」(2pl + 1sg)

トルクメン語 oka「読め」(2sg)
al-al�「取ろう」(2sg + 1sg)

oka-ŋ「読め」(2pl)
al-al�-ŋ「取ろう」(2pl + 1sg)

　以上のことからサハ語の接尾辞 -(i)ŋが辿った歴史的変遷には，以下の 3つの段
階があったと推定できる。
［1］  Old Turkicの命令法において 2pl主語を指示する形式は -(X)ŋまたは -(X)ŋlar

であった。
［2］  いくつかのチュルク諸語においては，勧誘形にもこの接尾辞を付加することに

より，双数と複数（Nevskaya（2005）の用語では minimal inclusiveと augmented 
inclusive）を区別するようになった。この段階で接尾辞 -(X)ŋないし -(X)ŋlarに
遡る形式は，勧誘形ではもはや 2pl主語を指示するとは言えなくなる 12。

［3］  サハ語では接尾辞 -(i)ŋが聞き手の複数性を表す接尾辞として機能するように
なり，挨拶言葉にもその用法が拡張した。挨拶言葉がロシア語起源である点か

11 各言語の勧誘形は，Nevskaya（2005）から引用した。ただしトゥバ語の勧誘形については
Nevskaya（2005）に誤りがあるため，筆者自身が行ったフィールドワークによるデータを用
いた。各言語の命令形は，トゥバ語について Anderson and Harrison（1999）を，トファ語に
ついて Rassadin（1978）を，ハカス語について Baskakov（1975）を，トルクメン語について
Clark（1998）を参照した。キリル文字表記からの転写については Nevskaya（2005）に従った（そ
のため表 5中のサハ語表記は本論文中の音韻表記とは若干異なる）。Nevskaya（2005）が取り
上げたチュルク諸語のうち，本論文ではドルガン語・アルタイ語・ショル語を取り上げなかっ
た。Nevskaya（2005）のドルガン語データも誤りを含む可能性が大きい。例えばドルガン語
の勧誘形として al-�aq「取ろう」を示しているが � l-�akとすべきであろう。アルタイ語・ショ
ル語についてはいくつかの方言的変種が同時に扱われているため，煩雑さを避け本論文では
割愛した。
12 匿名査読者からの指摘にもあったように，チュルク諸語のうち一部だけに形式の区別が生
じたことの引き金として，言語接触の可能性が考えられる。たしかにウラル語族のサモイェー
ド諸語には双数の文法カテゴリが存在するし，ツングース諸語のエヴェンキ語などには 1人
称代名詞に包括／除外の区別が存在する。しかしながらサモイェード諸語における双数は動
詞の屈折パラダイム全体にわたるものであり（例えばガナサン語についてHelimski（1998）
による），命令形と勧誘形に限られるチュルク諸語の場合とは事情が異なっている。また一部
のツングース諸語の代名詞における区別は包括／除外によるものであり（例えばエヴェンキ
語について Nedjalkov（1997: 196）による），やはりチュルク諸語とはタイプの異なるもので
ある。従って現時点において筆者は，一部のチュルク諸語の命令形と勧誘形に見られる形式
の区別が言語接触により生じたものだとは考えていない。
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ら見て，この拡張が起こったのは早くても 17世紀である 13。

　勧誘・命令・挨拶言葉はいずれも，（直説法などとは異なり）眼前の聞き手に強
く働きかける表現であるという点で共通する。この特徴は，サハ語の接尾辞 -(i)ŋ
によって聞き手の数を区別するのが，これら 3つの表現においてのみであることの
背景要因として有力である。次節ではこの点を，近隣の諸言語との対照から論じた
い。

7. 近隣諸言語との対照から見る眼前の聞き手への働きかけ
　まずはモンゴル語との対照を行う。モンゴル語には接尾辞 -tsgaaがあり，栗林
（1992: 511）では衆動態を作ると説明される。接尾辞 -tsgaaは Kullman and Tserenpil
（2008: 134）では“many people (usually more than two) are involved in the action”と記
述され，主語の複数性を含意する。ただしモンゴル語の接尾辞 -tsgaaの使用は，
（サハ語の場合とは異なり）命令や勧誘に限られるものではない。また Kullman and 
Tserenpil（2008: 134）も指摘するように，主語によりすでに複数性が示されている
ならば接尾辞 -tsgaaは現れなくとも良い。次の例文も同書からの引用である。例文
（7）のような直説法では，主語が複数の時に接尾辞 -tsgaaを用いても用いなくても
良い。

（7）  ted   öčigdör  jav-(tsgaa)-san
   3pl   昨日  行く-(coll)-pst
   「彼らは昨日行った」

　一方で梅谷博之氏の私信によれば，挨拶ではこの接尾辞の使用は聞き手の数と対
応するという。すなわち，聞き手が単数であれば（8）が，聞き手が複数であれば（9）
が用いられる 14。山越（2012: 263）も接尾辞 -tsgaaについて「あいさつや勧誘の表
現でよく耳にする」ことを指摘している。

（8）  sajn   baj-na    uu
   良い である-prs  か
   「［あなたは］元気ですか？」

（9）  sajn   baj-tsgaa-na   uu
   良い である-coll-prs か
   「［みなさん］元気ですか？」

13 挨拶言葉にすでに複数接辞が付加されているのに，さらに接尾辞 -(i)ŋが付加され聞き手の
複数性を示すことは余剰的（redundant）である（匿名査読者からの指摘）。現時点で筆者は
この疑問に対する明確な答えを持っていないが，眼前の聞き手が複数であることを示す形式
-(i)ŋが，単なる複数性を表す形式に加えて必要とされたという動機づけを背景にした可能性
がある。
14 サハ語の場合とは異なり，ここに示したモンゴル語の挨拶は動詞文である。従ってこれら
の文の聞き手は，同時に主語でもある。
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　トゥバ語の挨拶言葉においても，聞き手の数により異なる言語表現が用いられ
る。聞き手が単数であれば（10）が，聞き手が複数であれば（11）が必ず用いられる。

（10）  ekii
   良い
   「こんにちは！」

（11）  ekii-ve-ŋer
   良い-q-2pl
   「みなさんこんにちは！」

　前節の終わりでは，勧誘・命令・挨拶言葉のような眼前の聞き手に強く働きかけ
る表現において聞き手の数を区別するのは，直説法のような働きかけのない場合と
比べて，聞き手の数が言語構造に影響を与えやすいことが背景要因にあるのだと指
摘した。少なくとも挨拶言葉については，モンゴル語およびトゥバ語のデータから
も筆者のこの主張を裏付けることができる 15。
　表 6には kel「来る」を例として，サハ語の直説法のパラダイムから近過去と結
果過去の諸形式を示す。直説法においては，3sgの標示がゼロ形態である。一方表
7には同じく kel「来る」を例として，命令法のパラダイムから現在肯定と現在否定
の諸形式を示す。命令法においては，2sgの標示がゼロ形態である。つまりサハ語
では，眼前の聞き手への働きかけのない直説法では 3人称が形態的に無標であるが，
眼前の聞き手への働きかけが強い命令法では聞き手である 2人称が形態的に無標と
いうことになる。

表 6　直説法のパラダイム（近過去および結果過去）

kel-li-m kel-li-bit kel-bip-pin kel-bip-pit

kel-li-ŋ kel-li-git kel-bik-kin kel-bik-kit

kel-le kel-li-ler kel-bit kel-bit-ter

3sgがゼロ形態で無標

表 7　命令法のパラダイム（現在肯定および現在否定）

kel-iim kel-iex
kel-ieʁ-iŋ kel-im-iim kel-im-iex

kel-im-ieʁ-iŋ

kel kel-iŋ kel-ime kel-ime-ŋ

kel-lin kel-linner kel-be-tin kel-be-tinner

2sgがゼロ形態で無標

15 たしかにモンゴル語では，直説法でも挨拶でも同じ接尾辞 -tsgaaが現れる。しかし本節で
も述べたように，その使用の義務性において違いが現れている。ただしモンゴル語の挨拶に
おいて，接尾辞 -tsgaaの使用が義務的か否かに関しては研究者や母語話者の間で判断に揺れ
があり，さらなる検討を要する。
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8. まとめ
　本論文ではサハ語の勧誘形・命令形・挨拶言葉に現れる接尾辞 -(i)ŋについて，
以下のことを主張した。
　記述的観点からは，接尾辞 -(i)ŋの有無が聞き手の単数／複数に対応するもので
あることを示した。この新しい解釈は，動詞パラダイム中で部分的にのみ存在する
「双数」の概念を解消するものである。なお一部先行研究に見られる包括／除外に
よる説明は，言語事実に即したものではなく誤りである。先行研究において「双数
代名詞」として言及される bihikki「～と私」および ehikki「～と君」は，その文法
的振る舞いからは後置詞と呼ぶべきである。これらの形式は単に意味的に 2者を表
すのであり，「双数」を表す自立的な代名詞が存在しているわけではない。つまり「双
数」という文法概念は，サハ語の記述には必要ない。
　歴史的観点からは，接尾辞 -(i)ŋの変遷について考察した。当該の形式は Old 
Turkicでは 2pl主語の命令形に用いられるものであったが，いくつかのチュルク語
では勧誘形にも用いられることになり 2pl主語専用の形式とは言えなくなった。さ
らにサハ語では挨拶言葉にも用法が拡張し，複数人の聞き手を指示する形式となっ
た。
　モンゴル語およびトゥバ語においても，挨拶言葉において聞き手の数を区別する。
これら近隣の言語との対照を通して，眼前の聞き手に強く働きかける表現において
は，直説法などの聞き手への働きかけのない表現と比べ，聞き手の数が言語構造に
影響を与えやすいと主張した。

略　号
abl 奪格，acc 対格，coll 衆動，cvb 副動詞，dat 与格，fut 未来，imp 命令法，
neg 否定，part 分格，pl 複数，poss 所有，prs 現在，psn 人名，pst 過去，q 疑問，
sg 単数，temp 時，voc 呼格
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Abstract
A New Analysis on Sakha “dual” Marking:  

An Indicator for a Group of Hearers

Fuyuki Ebata
Niigata University

Sakha has two forms in the hortative, one of which is used when the subject is in dual (two) 
and the other is used when the subject is in plural (more than two). The “plural” is formed 
by adding the suffix -(i)ŋ to the “dual.” This suffix also appears in the imperative; however, in 
this case, the “plural” (more than one) is formed by adding the same suffix to the “singular.” 
Previous studies have only focused on the number of subjects and result in an inconsistent 
analysis, where the suffix -(i)ŋ correlates with a dual/plural opposition in one case and a 
singular/plural one in another. However, this study provides a new analysis that proposes 
that the suffix -(i)ŋ should be considered as an indicator for a group of hearers, dissolving 
the “dual” category. The number of hearers is distinguished in the imperative, hortative, and 
greeting expressions because these expressions have a strong interaction with the addressee. 
Some neighboring languages are also sensitive to the number of hearers in greeting 
expressions.


